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G.ポリアは彼の著書『How to Solve It』に
おいて，次のように書いています；
「どんな問題を解くにも，何らかの発見的
要素があるものです。たとえ直面している問
題がそれほどの問題でなくとも，その問題が
好奇心を喚起し，イマジネーションを働かせ
て自分自身で解決することを促すのならば，
その人に発見の喜びを与えます。感じやすい
年頃にそのような経験をすることは，知的活
動に対する興味を引き起こし，その人の一生
に大きな影響を与えるのです」。
IMOはこの観点から，多くの若者の知的
好奇心を刺激し，また，問題解きを通して
“集中して物事を思考した結果，達成感を得
られる” という体験ができるよう努めるべき
です。この体験は，数学研究者になるためだ
けでなく，すべての活動で極めて重要と思わ
れます。
さらに，IMOクラスの問題の分析は，教
育者や研究者に対しても大いに有益です。そ
れらは，大学入試レベルの受験数学では得ら
れにくい高度な能力を磨き，奥深い真理を含
む作問能力の習得に役立つからです。
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申し上げます。
とも朝９時から午後１時半まで，４時間半を
かけて３題ずつの問題を解きます。筆記道具
や定規，コンパスは持ち込めます。計算や図
を書く用紙も配られます。各問は７点満点
で，合計42点満点です。試験開始から30分間
の間に選手たちは問題について質問できま
す。質問への回答は問題選定会議のメンバー
で協議して答えますが，ほとんどの回答は
“No Answer” のようです。
IMOで出題される問題は，前述しました
が，主に初等幾何学，初等整数論，不等式や
方程式，関数方程式および組合せ数学です。
日本の高校のカリキュラムのメジャーである
微積分は含まれていません。他の科学系のオ
リンピックでは，日本の高校カリキュラムで
は教えられる知識が不足していることが国際
科学系のオリンピック大会で不利になること
が指摘されています。しかし，数学の場合は
少し事情が異なるようです。IMOの問題の多
くは定理や公式を知らないから解けないので
はありません。IMOの問題を解くためには，
各問題の本質を把握し攻略するための道具立
てを自分で整え，解決のための道筋を粘り強
く自分で描き出す独創性が不可欠です。すな
わち，難しさの質が入試とは全く異なるので
す。
この点を踏まえると，才能ある若者に対す
る数学教育のひとつの方向が炙り出されま
す。たくさんの問題を解かせるより，精選さ
れた筋のいい良問をジックリ時間をかけて解
かせることです。かつて（筆者の高校時代）
は，日本の高校でも初等幾何をかなり徹底し
て学びました。ある１題の問題をウンウン唸
って何時間も考え，試行錯誤の末，１本の補
助線を導入することを思いつき，すると，す
べての謎が次々に解けたという経験を持つ年
輩の人は多いはずです。そして，そのとき，
初めて数学の醍醐味を知った人は多いので
す。しかし，残念なことに，現在の窮屈なカ
リキュラムではそのような体験を学校の授業
でする余裕はほとんどないのが実情です。
IMOの問題を解くために大切なのは，浅
い知識の集積ではなく，深く掘り下げてじっ
くり考える力や混沌とした未知の世界の中か
ら，真理につながる一筋の糸を粘り強く探し
出す能力なのです。
IMO攻略法
前述しましたが，IMOの問題が難問なの
は，難しい定理や公式を用いないと解けない
とか，計算が膨大であるという理由からでは
ありません。
難しさがどこにあるかを思いつくまま列挙
してみると次のようになります：
１．問題の本質を表現するための図を描こう
にも複雑で描くのが極めて困難である。
２．場合分けするにも，場合分けの基準が明
確に見えない。
３．問題固有の性質，例えば対称性，偶奇
性，周期性などが捉えにくい。
４．問題解決の突破口を見つけるために考え
やすそうな特別な場合を想定して考えよう
としても，全貌が見えない。
５．証明において行き先（証明のゴール）へ
直接には行けず，紆余曲折するルートしか
存在しない。
それではどのようなトレーニングが必要で
しょうか？
１．筋のいい精選された難問を１題につき何
時間も，ときには数日間集中して解く。
２．問題を解いた後，その問題の背景（例え
ば，どんな理論やトピックと関連を持つか
等）について考察し，また，考察対象の理
論的構造を細かく把握すること。
３．初等整数論や初等幾何学，組合せ論等の
良質な専門書を読み，センスや素養，直観
や波長を養うこと。また数学的maturityを
養うこと。
４．ひとつずつの問題を大切にし，その命題
が次元を変えたり条件を緩めたりしても成
